
鳥取商工会議所青年部
第 18 回ＹＥＧ大賞グランプリ受賞！

因幡千本桜フォトコンテスト作品（鳥取ＹＥＧ提供）

CONTENTS
●臨時議員総会を開催
　 新年度事業計画案など承認

●鳥取観光マイスター認定証授与式
　 「もてなしの心」でお迎えを

●2024年度事業計画
　 地域経済活性化、未来へ挑む！

●2024年度東商検定案内
　 団体申込の受験料会員割引開始！

No

7582024.4.15



鳥取商工会議所報
VOL758.2024.4.15

CONTENTS  VOL758（2024. ４）
…………………………………………………………

２

■動向�…………………………３〜12
　・臨時議員総会を開催
　・サービス部会副部会長を選任
　・2024年度事業計画
　・鳥取観光マイスター認定証授与式
　・2023年度下期新会員紹介
　・会員情報
� ほか
■検定案内…………………………13
■青年部だより………………14〜15
■女性会だより……………………16
■市民交流ホール案内……………17
■インフォメーション……………18

今 月 の 表 紙

因幡千本桜フォトコンテスト作品
（鳥取ＹＥＧ提供）

鳥取商工会議所青年部
第 18 回ＹＥＧ大賞グランプリ受賞！

表紙写真は、昨年度の鳥取商工会議所青年部「因幡千本桜

フォト＆動画コンテスト」の写真部門で入賞した作品。撮

影者はペンネームyuzukosho90さん、作品名「春風」です。

鳥取県立布勢総合運動公園内にある「桜の園」の千本桜は

1983年、同青年部が『後世に残る市民の共有財産としての

桜の新名所づくり』をコンセプトに植樹事業を開始。1985

年４月から1987年３月までの２年間で、ソメイヨシノを中

心とした桜の木が1000本植えられました。園内は、桜の見

頃を迎えると家族連れや団体などたくさんの花見客でにぎ

わいます。

この度、 鳥取商工会議所のWebサイトをリニューアルしました。

このことに伴い、 ＵＲＬを下記のとおり変更しましたのでお知らせします。

鳥取商工会議所ＨＰ → https://tottori-cci.or.jphttps://tottori-cci.or.jp

会報誌のアーカイブ閲覧や貸し会議室の問い合わせフォームなど、 新しい機能も備えています。

ぜひ当所webサイトをご活用ください。

� 鳥取商工会議所　経済振興課
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
の
臨
時
議
員
総

会
が
３
月
28
日
（
木
）、
鳥
取
市
本

町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル

で
開
か
れ
、『
会
員
と
共
に
、
地
域

経
済
活
性
化
、
未
来
へ
挑
む
！
』
を

基
本
方
針
と
し
た
２
０
２
４
年
度
の

事
業
計
画
案
や
収
支
予
算
案
な
ど
を

承
認
し
ま
し
た
。（
４
～
９
面
に
事

業
計
画
詳
細
）

　
事
業
計
画
は
、「
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
自
己
変
革
へ
の
挑
戦
支

援
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
振
興
」

の
２
本
柱
を
重
点
事
業
に
据
え
、
実

施
内
容
と
し
て
、
①
提
案
・
要
望
活

動
の
積
極
的
展
開
②
部
会
・
委
員
会

の
活
発
な
事
業
推
進
③
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
新
た
な
付
加
価
値

創
出
と
自
己
変
革
・
成
長
へ
の
支
援

④
会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
―
の
４
項
目

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

や
原
材
料
費
な
ど
の
高
騰
で
厳
し
い

経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
中
小
・

小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
自
己
変
革

に
よ
る
「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
と
企
業

発
展
に
必
要
な
取
り
組
み
を
積
極
的

に
支
援
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
起
こ
っ

た
社
会
変
化
や
慢
性
的
な
人
手
不
足

な
ど
に
順
応
す
る
た
め
の
成
長
分
野

へ
の
転
換
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
側
面
の
経
営
活
動
を
後
押
し

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
振

興
」
で
は
、
近
隣
商
工
会
議
所
と
の

広
域
観
光
お
よ
び
経
済
連
携
の
模
索
、

全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
の

誘
致
を
目
指
し
、
鳥
取
へ
の
誘
客
や

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
周
辺
の
再

整
備
検
討
に
合
わ
せ
た
事
業
展
開
を

は
じ
め
、
鳥
取
城
の
早
期
復
元
へ
の

働
き
か
け
や
山
の
手
周
辺
か
ら
中
心

市
街
地
エ
リ
ア
の
回
遊
性
向
上
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
24
年
度
の
収
支
予
算
は
、
一
般
会

計
と
８
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
、

前
年
度
よ
り
１
４
１
７
万
８
千
円
少

な
い
９
億
４
９
７
２
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
退
任
し
た
役
員
・
議
員

の
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
受
賞

を
報
告
。
次
の
皆
さ
ん
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

【
常
議
員
】
光
浪
房
夫
氏
（
常
議
員
・

議
員
通
算
22
年
１
カ
月
）

 

【
議
員
】
四
井
勉
氏
（
議
員
15
年
11

カ
月
）

　
鳥
取
商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部

会
（
水
野
治
郎

部
会
長
）
は
３

月
18
日
（
月
）、

鳥
取
市
本
町
３

丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
総

会
を
開
催
し
、
部
会
員
30
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
㈱
メ
モ
ワ
ー
ル
イ
ナ

バ
選
出
の
鳥
取
商
工
会
議
所
職
務
執

行
者
で
副
部
会
長
を
務
め
た
光
浪
房

夫
氏
の
退
任
に
伴
い
、
部
会
規
約
第

９
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
後
任
に
安

住
学
氏
（（
学
法
）
東
雲
学
園
理
事

長
）
＝
写
真
＝
を
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
光
浪
前
副
部
会
長
の
残
任

期
間
の
２
０
２
５
年
10
月
31
日
ま
で

で
す
。

あいさつする児嶋会頭

    

鳥
取
商
議
所
臨
時
議
員
総
会

鳥
取
商
議
所
臨
時
議
員
総
会

　
　
　
　

地
域
経
済
活
性
化
、
未
来
へ
挑
む
！

地
域
経
済
活
性
化
、
未
来
へ
挑
む
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
度
事
業
計
画
な
ど
承
認

新
年
度
事
業
計
画
な
ど
承
認

事業計画案などを承認した臨時議員総会

　　
サ
ー
ビ
ス
部
会
総
会

サ
ー
ビ
ス
部
会
総
会

　
　
　
　

新
副
部
会
長
に
安
住
学
氏
を
選
任

新
副
部
会
長
に
安
住
学
氏
を
選
任
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「会員と共に、地域経済活性化、未来へ挑む！」
　わが国経済は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進み、緩やかながら持ち直しが続いていますが、

一方で、ロシアのウクライナ侵攻の長期化から、あらゆる物の価格が上昇し、世界的にコストプッシュ型

のインフレーションが進行している状況となっています。

　こうした情勢の下、中小企業・小規模事業者はコスト上昇分を売価に転嫁することが難しく、収益環境

が厳しさを増す中、インフレ進行による賃上げ機運の高まりやコロナ禍に受けた「ゼロゼロ融資」の元金

返済開始がピークを迎えるなど経営環境が一変しています。このことに加えて、今後一層進むデジタル化・

ＤＸ化やカーボンニュートラル、ＳＤＧｓの推進など、社会の転換期に追随する対応が迫られています。

　商工会議所は、地域の事業者に寄り添い、これら社会変化の波を新たな成長へとつなげ、新たな価値観

に対応すべく、しっかりと支援することが求められています。

　また、まちづくりと観光においては、回遊都市を目指すうえで重要な鳥取城跡から市街地の一体的な整

備と魅力づくりを進めるとともに、観光振興策の実施により交流人口、インバウンド拡大を図るなど、ま

ちの活力向上が課題になっています。

　これらの観点から、令和６年度の事業計画の柱を「中小・小規模事業者の自己変革への挑戦支援」と「ま

ちづくりと観光振興」の二本に据えて、以下の事業を行います。

　交流人口の増加に向けた観光振興策の提案やイベント支援及び全国の商工会議所や関係機関との連携、

教育・文化・芸術の交流の場の創出を通じた文化レベルの高いまちづくりなど経済活力の向上にも取り組む。

（1）交流・関係人口の拡大
　　スーパーはくとの増便、鳥取自動車道など関西、山陽側との時間距離が短縮され、連携・交流の基盤

は整った。姫路市は兵庫県第２の都市で、歴史的に深い縁で結ばれていることからも、姫路商工会議所

と交流・連携し、広域観光及び経済連携を模索する。

　　また、第３６回全国健康福祉祭とっとり大会「ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４」や２０２５年

日本国際博覧会「大阪・関西万博」との連携、協力、全国商工会議所観光振興大会の誘致により、鳥取

への誘客や関係人口拡大に努める。

（2）まちづくりと観光振興
　　これまでまちづくり（市街地活性化）については、様々な団体や協議会などで議論してきたが、具体

策まで繋げていくことが十分とは言えなかった。この間、住民の高齢化や後継者不足、地域内の空き家

の増加が深刻な問題となっている。この問題意識から、当所では「まちなか賑わい創出特別委員会」を

設置し、将来の鳥取市の有るべき姿を検討している。

　　現在、鳥取市では鳥取駅の再整備が検討されているが、この機に合わせ、駅周辺だけに留めることな

く、そこから広がる商店街の空き家リノベーションの推進やスタートアップ（創業）の推進、さらに様々

令和６年度『事業計画』
○ 基 本 方 針

○ 事 業 方 針
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なイベントの開催などを通じて、当該エリアの地域住民が豊かに暮らせるまちづくりを考えていく。

　　また、来街者においても、これまで観光資源を“砂丘一択”頼みであったものをご当地グルメの開発

や観光ビジョンの策定と連動させ、鳥取城の早期復元への働きかけや山の手周辺から中心市街地（民芸

館通りが核になりつつある）エリアの一体的な回遊性向上など、食・文化・歴史・祭りなどを通じた鳥

取の街の魅力向上を推進する。

（3）インバウンド受入態勢の整備促進
　　二次交通、Wi-Fi環境や標識・標示の整備、キャッシュレス決済の推進、免税店の拡大、接客向上に

関するセミナー実施等を通じて、インバウンド観光客の受け入れ態勢を整備し、滞在時間と交流人口の

拡大を図る。

（4）関係団体等との連携
　①鳥取市との定期懇談会の開催

　②日本商工会議所、鳥取県商工会議所連合会及び中国地方商工会議所連合会との連携

　③「中国地域発展推進会議」への参画

　④「鳥取市国際経済発展協議会」への協力

　⑤「関西広域連合」への参画

　⑥「中国経済連合会」事業への参画

　⑦「鳥取・豊岡・丹後地域経済団体交流会」「中四国南北軸交流懇談会」を通じた地域間交流・連携

　⑧第36回全国健康福祉祭とっとり大会

　　「ねんりんピックはばたけ鳥取2024」との連携、協力

　⑨２０２５年日本国際博覧会「大阪・関西万博」との連携、協力

　⑩「中心市街地活性化協議会」の運営支援

　⑪「とっとりワーケーションネットワーク推進協議会」を中心とした移住・交流促進

　⑫「鳥取市観光大学」の募集協力、運営支援

　⑬鳥取砂丘コナン空港の滑走路延長、鳥取・東京便５便化定着に向けた活動

　　地域経済のけん引役として商工会議所が中心となり、生活環境および事業環境面の向上を図るべく、

中小企業支援施策、地域活性化策、人口減少対策等の政策提言を積極的に行う。

　　各部会、委員会活動を通じ、業界課題の課題解決や住みよいまちなか居住のあり方の検討、コンパク

ト＆スマートシティ構想の積極的な推進やまちのにぎわい創出等により、持続可能な地域づくりを進める。

（1）担い手や人手不足、賃金アップや生産性向上など業界課題に向け、行政との意見交換や必要な取
　 り組みの実施【建設部会】
　　建設業は公共インフラの維持や災害復旧などにおいて欠くことのできない業界。しかしながら長時間

○具体的実施内容

１．提案・要望活動の積極的展開

２．部会・委員会の活発な事業推進
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労働、低賃金など若年層が求める労働環境にほど遠い状況で人手不足が顕著。これら課題を解決すべく

行政機関等と意見交換会の開催や必要な取り組みを実施していく。

（2）鳥取環境大学及び鳥取県との連携事業によるSDGsの推進【工業部会】
　　令和２年７月にスタートした本事業は、世界的に企業のＳＤＧｓの取り組みが求められる中、会員企

業のみならず地域一体でＳＤＧｓに取り組む意識の醸成に繋がっている。ＳＤＧｓへの取り組みを通し、

参加企業の経営力向上と成功事例の共有を目指す。

（3）まちゼミへの参画等によるまちなかにぎわいの創出【流通部会】
　　まちづくりレディース鳥取と連携して行う本事業は、起業・創業、まちなか出店希望者を募り、中心

市街地にチャレンジ的に体験してもらうことで、まちの魅力を認識してもらい事業終了後の出店に繋げ

ていくもの。新規創業による空き店舗対策やまちのにぎわい創出に繋げていく。

（4）地域活性化のための企業版ふるさと納税等活用策の検討【金融部会】
　　「にぎわいのあるまち」に向けて、「ウォーカブル」「歩きたくなる」等をキーワードに企業版ふるさ

と納税の活用等を検討する。多様な人々の出会い、交流が生まれ、そこから新たな価値が創造されるよ

うな地域の創出に繋げる。

（5）「学校キャラバン隊」等の事業を通じた業界イメージ向上と担い手不足の解決、城跡を中心とし
　 たまちなか観光の検討【観光・交通部会】
　　業界が抱える課題である「人材不足」について行った調査・研究を踏まえて実施している各種事業を

通じ、業界の役割や魅力を伝えイメージ向上を図るとともに身近で世の中の役に立つ産業へ若年層の関

心を高めていく。

　　また、鳥取市街地を一望できる高台に位置し、鳥取のシンボルとして親しまれ、歴史的建造物、文化

施設、グルメスポットなどが集まる、魅力的な観光エリアである城跡を中心としたまちなか観光の検討

を行う。

（6）「新入社員研修」や「こども未来大学」をきっかけとした、次世代人材育成の場を提供【サービ
　 ス部会】
　　地元企業で活躍し、地元経済の発展を担う人材の創出や将来的に地元企業への就職、定着することは、

地域経済にとって重要である。

　　研修会・セミナー等各種事業を通じて、将来のキャリアについて考え、働くことの意味を理解する機

会の提供や社会性・コミュニケーション能力の向上、社会人としてのマナーや実践的なスキル等を習得

する場を提供する。

（7）職階別、業種別研修による人材育成体制の構築【企画政策委員会】
　　職階別や業種別（人事、営業等）で最低限必要なスキルや知識を習得することはすべての業種に共通

する問題である。管内で階層別の人材育成研修を体系的に行っている機関が少なくその需要の高さを確

認していることから、本事業実施により、会員企業の競争力を強化し、イノベーションを起す人材、事

業継続に向けた人材の育成、優秀な人材による社会全体の活性化を図る。

（8）地域資源を活用した持続的なローカルフードビジネス創出の検討【ローカルフードプロジェクト
　 特別委員会】
　　地域資源を活用した新商品開発は、地域活性化や地域課題の解決、ＳＤＧｓへの貢献など、様々な効

果をもたらす。域内商工業者や農林水産業者等が協力し、強みを活かした商品開発を進めることで、地

域をより良い方向へ導くことを目指す。今年度は、「米粉」「おから」「練物」「観光土産品」の各プロジェ
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クトの推進と新たにローカルフードとして定着を目指す事業者（の開発）を支援する。

（9）地域デジタル通貨の実現とそれを通じたコンパクトスマートシティの推進【コンパクトスマート
　 シティ推進特別委員会】
　　令和４年度からの取り組みにより、地域課題の整理を行い、コンパクトスマートシティを推進してい

くためには「経済の地域内循環」と「データ活用」が必要であるとの整理を基に、地域デジタル通貨構

想について関係機関との情報共有を図った。今年度は、地域デジタル通貨の実現に向け、関係機関と更

なる調整を行う。

（10）魅力あるまちなか商業の再生と居住者増加を主眼としたにぎわいの醸成【まちなか賑わい創出
　 特別委員会】
　　鳥取駅の高架化、区画整理事業から約半世紀が経過したことを踏まえ、これから50年先を見据えなが

ら、鳥取駅前周辺整備とともに多様な人々が快適に暮らせる魅力あるまちなかの実現に向けた取組みを

行う。

（11）とっとり観光ビジョン策定とその実現に向けた機運醸成及び行政・各団体との調整や連携【とっ
　 とり観光ビジョン策定特別委員会】
　　鳥取市として目指す「とっとり観光のあるべき姿」を明確にしたビジョン策定により、ビジョンを実

現するための組織づくりを行い、地域全体で観光振興を目指す。

（12）女性会・青年部の活動支援及び連携
　　女性会、青年部への活動を支援するとともに、オール鳥取商工会議所としての組織強化を図る。

　　深刻化する人手不足に加えて、原材料費・エネルギー価格の高騰や円安を背景とした物価上昇により

収益が圧迫される中、中小企業・小規模事業者には、自己変革による「稼ぐ力」の向上と持続的な成長

へ向けた取り組みが求められている。

　　こうした課題に対応していくためには、付加価値拡大に向けた、経営革新、事業再構築、事業承継、

生産性向上、新市場開拓など自己変革へ向けた支援が不可欠であり、引き続き、事業者へ寄り添った伴

走型の支援を実施する。

（1）第２期経営発達支援計画（経済産業大臣認定の５ヶ年計画）に基づく小規模事業者等への伴走型
　 の経営支援
（2）物価高や構造的な人手不足、ゼロゼロ融資返済など厳しい経営環境に直面する中小企業・小規模
　 事業者の事業継続や事業再構築等を幅広く支援
①コロナ禍克服相談窓口による支援を継続するとともに、人手不足や物価高、原材料、エネルギー高等

の影響により困窮する事業者の足下の資金繰りを支援

②ポストコロナ・ウィズコロナ時代の経済社会の変化に対応するために、市場規模が縮小する業種・業

態から成長分野へ大胆な事業再構築や産業構造を転換（事業再構築補助金）する中小企業・小規模事

業者を支援

③中小企業生産性革命推進事業（ものづくり補助金、小規模事業者持続化補助金、ＩＴ導入補助金、事

業承継引継ぎ補助金）による中小企業・小規模事業者の設備投資・ＩＴ導入・販路開拓、事業承継等

の促進

３．中小企業・小規模事業者の新たな付加価値創出と自己変革・成長への支援
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④各種賃上げ支援制度や助成金等を活用した中小企業・小規模事業者の賃上げ後押し

（3）地域を支える中小企業・小規模事業者の新たな付加価値創出・拡大を支援
　①中小企業等経営強化法に基づく「経営力向上計画」の認定計画策定支援および、各種補助金等の活用

を通じた新たな付加価値の創出

　②ＤＸを推進するとともに、デジタル実装による生産性向上・業務の効率化を支援

　③大学や産業技術センター等との連携による新たなチャレンジ支援やスタートアップ創出を支援

（4）鳥取県産業未来共創事業による新たな企業価値創造や生産性向上・新技術導入を目指す取り組み
　 の事業計画策定を支援
　①新たな企業価値創造型（中小企業者が策定する新たな取組に関する事業計画を支援）

　②生産性向上・新技術導入推進型（中小企業者が実施する経営力向上及び生産性向上、働き方改革に資

する事業計画を支援）

　③事業承継促進型（親族内、従業員、第三者承継による事業引継ぎの取組を支援）

（5）中小企業・小規模事業者の課題解決支援と事業環境整備の推進
　①中小企業・小規模事業者の経営課題に対し、関係機関と連携した「とっとり企業支援ネットワーク」

による経営改善計画策定支援

　②専門家派遣事業による専門的課題解決支援

　③日本政策金融公庫との連携による経営改善・資金繰り支援

　④様々な中小企業支援施策を管内事業者が幅広く利用し活用できるよう施策の周知・利用促進を図るた

めの情報発信

　⑤付加価値拡大による生産性向上や人材育成、ＤＸの推進等の経営力向上へ向けた各種セミナー等の開

催

（6）創業支援、企業変革を促す事業承継の推進
　①「とっとり創業塾」の開催による創業知識・実務ポイントなどのノウハウ提供

　②関係機関との連携や専門家を活用した事業承継支援、及び承継、引継ぎを契機として挑戦する中小企

業・小規模事業者の支援（国・県等の事業承継補助金など）

（7）農商工連携マッチング支援、鳥取の商品力強化と情報発信の実施
　①農商工連携マッチング事業による商品開発等支援と６次産業化の推進

　②鳥取産品の商品評価と消費者モニタリングの実施及び商品ブラッシュアップ支援

　③魅力ある鳥取産品のプロモーションによる幅広い消費者へのＰＲ

　④鳥取を強力に発信する新商品、メニュー開発、リニューアル支援の実施

（8）ビジネスマッチング、交流事業による販路開拓支援
　①販路開拓セミナー開催、首都圏バイヤーとの商談会、各種商談会後フォローアップ等による事業者の

ビジネスチャンス獲得支援

　②金融機関等と連携した商談会・交流会の実施

　③小規模事業者の販路拡大に向けた需要動向・マーケティング調査の実施

　④関係機関と連携したセミナーの開催等を中心とした海外展開支援
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４
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兼
鳥
取
中

小
企
業
相
談
所
長
兼
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兼
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興
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（
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長
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長
）
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級
】
地
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興
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地
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興
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（
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主
任
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部
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興
課
係
長
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主
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金
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【
主
任
級
】
経
営
支
援
部
経
営
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援

二
課
主
任
（
同
主
事
）
尾
崎
龍
二
▽

同
部
経
営
支
援
一
課
主
任
（
同
主
事
）

長
谷
川
裕
俊

◇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

（
経
営
支
援
部
長
）
青
木
博
之

（9）労働法制、税制度、民法等の制度改正や、新型コロナウイルス感染症に対する支援施策等による
　 諸課題への対応やグリーン・デジタルなどの成長分野における生産性向上、事業再構築に向けた
　 研修会開催や個別支援の実施（日商委託の「制度改正等の課題解決環境整備事業」）
（10）中小企業･小規模事業者の経営基盤整備へ向けた防災・減災対策の推進と事業継続力強化支援

（1）会員サービスの向上
　①会議所報の発行、ホームページ等広報活動の充実による会議所の認知度向上

　②調査事業の適時、的確な実施と会員への反映

　③会議室の貸し出しと会館展示スペースの活用

　④部会・委員会等主催セミナーのオープン化による受講機会の拡大

（2）会員増強による組織力・財政基盤の強化
　①会員増強計画、また役員・議員、会員の紹介による入会勧奨、退会抑制策の強化

　②生命共済（わかとり共済）等の積極推進

　③誘致企業の加入促進及び関係強化

（3）会員企業の福祉・共済制度等への支援
　①アクサ生命との連携による共済事業の推進

　②退職金制度～小規模企業共済、特定退職金共済制度

　③優良従業員表彰式の開催

（4）事務局組織の強化
　①現行業務の見直しによる事務局ＤＸの推進、スマートＣＣＩの推進

　②担当別、職階別、目的別外部研修会への積極参加（日商、中小企業大学校等）

　③資格取得の推進

（5）商工会議所活動の見える化を通じた商工会議所のプレゼンス（存在価値）の強化
　①当所や青年部、女性会主催のイベントやセミナーを積極的にプレスリリースし、会議所活動を広く市

民や事業者に知ってもらい、会議所活動への理解と積極参加を促す。商工会議所活動の見える化によっ

て、より親しみやすい商工会議所を目指す。

　②行政や地域の多様な主体と連携し、市民や事業者のニーズに応える事業活動（県市の審議会や会議）

も行っており、会議所の存在意義を広報、頼りになる商工会議所を目指す。

４．会員サービスの向上
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新会員紹介（2023年10月～2024年２月）
事　　業　　所　　名 代表者名 所　　　在　　　地 業　　　種 部　会

オフィスオザキ 尾崎　陽子 鳥取市末広温泉町624－3　グラン末広通り1401号 清掃事務所 サ ー ビ ス

（一財）日本きのこセンター 常田　享詳 鳥取市富安１丁目84番地 学術・開発研究機関 流 通

日本ＮＥＲ㈱ 松田　哲明 鳥取市良田401－1 代理商・仲立業 工 業

㈱スターライン 星倉　誠一 大阪府大東市新田西町1－7 遊漁船業 観光・交通

まんちゃんの卓球場 萬谷　憲夫 鳥取市賀露町北１丁目2－4 娯楽業 サ ー ビ ス

㈱マルケー 玉川　幸夫 鳥取市古海365－5 廃棄物処理業 流 通

ＬＯＴＵＳ 池内　千絵 鳥取市末広温泉町355－2 レインボービル503 飲食店 観光・交通

㈱リフティングブレーン　鳥取営業所 渕上　茂男 鳥取市千代水１丁目22－1 職業紹介・労働者派遣業 サ ー ビ ス

（同）ＳＤＧ 田中美紗代 鳥取市田園町４丁目105　オオタロウビル３階 不動産取引業 サ ー ビ ス

なごみサロン　hitoe 中澤ひとみ 鳥取市北園1－271 療術業 サ ー ビ ス

ファッションルーム　ひさずみ 久住　綾子 鳥取市西町５丁目205 織物・衣服・身の回り品小売業 流 通

ＴＡＯ 中原　純子 鳥取市玄好町214 竹森様方 キャリアコンサルタント サ ー ビ ス

板金の西村 西村　和幸 鳥取市大杙226－36 板金工事業 建 設

創技建 野藤　大輝 鳥取市徳尾125－81 土木工事業 建 設

いちごdesign 橋本　夏子 鳥取市立川町５丁目239－26 デザイン業 サ ー ビ ス

かわら屋大江 大江　優太 鳥取市松原109－8 屋根工事業 建 設

Ｍ＆Ｃ 宮本　康広 鳥取市立川町５丁目222－9 他に分類されない教育、学習支援業 サ ー ビ ス

MＫ合同会社 黒木三喜雄 鳥取市卯垣３丁目415 総合工事業 建 設

HONU hair 大櫃　英孝 鳥取市相生町２丁目413 美容業 サ ー ビ ス

（同）Universally Delight 谷口　由莉 鳥取市美萩野2－317 その他の教育、学習支援業 サ ー ビ ス

BRIGHT 中西　　優 鳥取市美萩野3－149 左官工事業 建 設

（一社）山陰三ツ星マーケット 渡世　唱子 鳥取市今町2－151 丸由百貨店５階プレイヤーズマーケット その他の事業サービス業 サ ー ビ ス

café' 木の香り 石谷　泰子 鳥取市栄町659 飲食業 観光・交通

Ａ.Ｔ.Ｂ㈱ 足立　義明 鳥取市浜坂267－8 不動産取引業 建 設

供積 木下　亮太 岩美郡岩美町新井374－1 塗装工事業 建 設

Vague 尾崎　謙二 鳥取市布勢71－14 飲食業 観光・交通

会
員
情
報
（�
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→
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一
財
）小
原
流
鳥
取
支
部

　
鳥
取
市
気
高
町
宝
木
９
２
５
―
６

→
鳥
取
市
秋
里
８
７
０
―
１
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動 向

　
鳥
取
市
観
光
大
学
（
児
嶋
祥
悟
学

長
・
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
）
の
観

光
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
証
授
与
式
が
３

月
１
日
（
金
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁

目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
開
か

れ
、
認
定
試
験
に
合
格
し
た
受
講
生

が
「
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
」
称
号
の
認

定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
鳥
取
市
観
光
大
学
（
鳥
取
市
、（
一

社
）
鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
、
鳥
取
商
工
会
議
所
）
は
、
観

光
産
業
に
従
事
す
る
人
の
観
光
知
識

の
習
得
、
観
光
客
へ
の
も
て
な
し
向

上
を
目
的
に
開
学
。
観
光
施
設
の
ス

タ
ッ
フ
や
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ら

受
講
生
は
、
観
光
資
源
や
郷
土
文
化

を
座
学
で
学
ん
だ
ほ
か
、
ジ
オ
パ
ー

ク
エ
リ
ア
や
智
頭
町
、
若
桜
町
ま
で

地
域
を
広
げ
た
現
地
研
修
で
知
識
を

深
め
ま
し
た
。

　
認
定
試
験
の
結
果
、
今
期
は
前
期

の
倍
と
な
る
36
人
が
観
光
マ
イ
ス

タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
今
期
を
加
え
た

こ
れ
ま
で
の
認
定
者
は
５
９
８
人
に

上
り
ま
し
た
。

　
認
定
証
授
与
式
で
は
、
西
垣
豪
副

学
長
（（
一
社
）
鳥
取
市
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長
）
が
「
私
た

ち
と
共
に
鳥
取
の
観
光
業
を
盛
り
上

げ
、
も
て
な
し
の
心
で
観
光
客
を
迎

え
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
観
光
マ

イ
ス
タ
ー
を
代
表
し
て
（
一
財
）
自

然
公
園
財
団
鳥
取
支
部
の
森
本
紗
織

さ
ん
に
認
定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
認
定
者
を
代
表
し
て
㈱
い

わ
み
道
の
駅
・
福
岡
咲
陽
子
さ
ん
が

「
学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
、
観
光

客
に
鳥
取
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

認定証を受け取る観光マイスター

　　　我が社では、休憩時間を分割して付与することを検討しています。従業
　　　員それぞれの事情に応じて休憩してもらうことで働きやすくするためで
す。休憩時間を分割して付与するにあたって、どのような点に留意すべきでしょ
うか？
　　　今回は休憩時間の分割付与について説明します。事業者が一定の時間を
　　　越えて従業員を働かせる場合、一定時間以上の休憩時間を付与する義務
があります（労働基準法第34条）。

　そして、労働時間が６時間を超える場合少なくとも45分の休憩が必要となり、労働時間が８時間を超
える場合少なくとも１時間の休憩が必要となりますが、これは労働時間の途中に付与する必要がありま
す。したがって、休憩時間を分割して付与する場合においても労働時間の途中に付与する必要があります。
　なお、休憩を分割して付与すること自体は合法ですが、休憩時間を細分化して付与することは、休憩
時間の利用が現実的に制限されてしまい労働から解放されていないことになりかねず、手待ち時間、す
なわち労働に備えて待機する等の時間と評価されてしまう結果、休憩時間を付与したことにならない点
に注意する必要があります。そして、休憩時間を付与したものの労働時間と評価された場合、残業代が
発生してしまう危険性が生じます。
　また、休憩を付与する際、事業場で働く全労働者につい
て一斉に休憩を付与するのが原則ですが、特定の業種や労
使協定によれば休憩時間を労働者ごとに分散して付与する
ことができます。
　なお、休憩時間については、労働条件通知書や就業規則
に記載し労働者に周知することを要します。

 休憩時間の分割付与休憩時間の分割付与
Q

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
157

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

  

第第
1919
期
鳥
取
市
観
光
大
学

期
鳥
取
市
観
光
大
学

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　  

　　「
も
て
な
し
の
心
」
で
お
迎
え
を

「
も
て
な
し
の
心
」
で
お
迎
え
を

　
　

観
光
マ
イ
ス
タ
ー

　
　

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
3636
人
誕
生

人
誕
生
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ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 10 分 12 時 30 分
298 15 時 25 分 16 時 45 分
300 18 時 30 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
便名 出発 到着
291  7 時 00 分  8 時 15 分
293  9 時 10 分 10 時 25 分
295 13 時 25 分 14 時 40 分
297 16 時 30 分 17 時 45 分
299 19 時 15 分 20 時 30 分

■東京⇒鳥取

検 定 試 験 詳細

ビジネスマネジャー検定試験®®

「あらゆるマネジャー（管理職）が共通して身につけておくべき重要な基礎知識」を効率

的に習得する機会を提供します。

ビジネス実務法務検定試験®

身につけた正しい法律知識は、業務上のリスクを回避し、会社へのダメージを未然に防

ぐことができます。

カラーコーディネーター検定試験®

色の性質・特性など、色彩の知識を身につけることで、色の持つ効果をビジネスシーン

に活かすことができます。

eco 検定(環境社会検定試験®)
複雑・多様化する環境問題を幅広く体系的に身に付く「環境教育の入門編」として、幅

広い業種・職種の方に活用いただいています。

福祉住環境コーディネーター検定試験®

医療・福祉・建築について体系的で幅広い知識を身につけ、各種の専門職と連携をとり

ながらクライアントに適切な住宅改修プランを提示します。

2024年度 東京商工会議所検定

多様な検定試験を通じて産業人材の育成を図り日本経済の発展に

貢献します。

受験者人数が３名以上の場合に「団体申込」がご利用いただけます。「団体申込」をご利用いただくことで、受

験者の申込情報や成績が一元管理できるほか、受験料の支払いも団体で一括して精算いただくことが可能で

す。毎年、多くの企業・学校でご活用いただいています。

割引を適用する場合は、当所経由での申込が必要になります。直接申込の場合は、割引が適用されませんの

でご注意ください。ご検討いただける場合は、下記までお問合せください。

【お問合せ先】鳥取商工会議所 地域振興課 検定担当 TEL：0857-32-8004

令和 6年度より「団体申込」の会員割引が開始されます！

受験料5％割引（会員限定・団体申込）

Vol.85Vol.85

　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ
　鳥取大学では教育研究の成果を皆様に紹介する公開講座
『サイエンス・アカデミー』を開催しています。
　鳥取県立図書館を主会場とし、ライブ中継会場として米
子市図書館、倉吉市図書館などでもご聴講いただけます。

○令和６年４月13日（土）10：30 ～ 12：00
　講師：医学部医学科　教授　森田　明美
　演題：高齢者の栄養摂取～フレイル予防を目指して～

○令和６年４月27日（土）10：30 ～ 12：00
　講師：医学部医学科　准教授　金井　亨輔
　演題：ウイルスのはなし－いつでも、どこでも、
　　　　だれにでも。

※お申し込みは電話・メール・ホームページに
て、お名前・ご連絡先・会場のご登録をお願
い致します。

� 鳥取大学地域価値創造研究教育機構地域連携推進室
� koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp
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ビジネスマネジャー検定試験®®

「あらゆるマネジャー（管理職）が共通して身につけておくべき重要な基礎知識」を効率

的に習得する機会を提供します。

ビジネス実務法務検定試験®

身につけた正しい法律知識は、業務上のリスクを回避し、会社へのダメージを未然に防

ぐことができます。

カラーコーディネーター検定試験®

色の性質・特性など、色彩の知識を身につけることで、色の持つ効果をビジネスシーン

に活かすことができます。

eco 検定(環境社会検定試験®)
複雑・多様化する環境問題を幅広く体系的に身に付く「環境教育の入門編」として、幅

広い業種・職種の方に活用いただいています。

福祉住環境コーディネーター検定試験®

医療・福祉・建築について体系的で幅広い知識を身につけ、各種の専門職と連携をとり

ながらクライアントに適切な住宅改修プランを提示します。

2024年度 東京商工会議所検定

多様な検定試験を通じて産業人材の育成を図り日本経済の発展に

貢献します。

受験者人数が３名以上の場合に「団体申込」がご利用いただけます。「団体申込」をご利用いただくことで、受

験者の申込情報や成績が一元管理できるほか、受験料の支払いも団体で一括して精算いただくことが可能で

す。毎年、多くの企業・学校でご活用いただいています。

割引を適用する場合は、当所経由での申込が必要になります。直接申込の場合は、割引が適用されませんの

でご注意ください。ご検討いただける場合は、下記までお問合せください。

【お問合せ先】鳥取商工会議所 地域振興課 検定担当 TEL：0857-32-8004

令和 6年度より「団体申込」の会員割引が開始されます！

受験料5％割引（会員限定・団体申込）
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303
〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
所
信

　
春
の
風
が
優
し
く
吹
き
抜
け
る
中
、
新
年

度
を
迎
え
、
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

新
た
な
気
持
ち
で
一
層
ご
活
躍
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
の
令
和

6
年
度
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

高
藤
軌
晋
と
申
し
ま
す
。
1
年
間
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
、
45
周
年
を
迎
え
た
当
会
は
、
2
0

0
人
を
超
え
る
会
員
が
参
加
す
る
青
年
経
済

団
体
と
し
て
、
い
ま
地
域
か
ら
の
大
き
な
期

待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
組
織
へ
と
成
長
し
、

ふ
る
さ
と
鳥
取
の
商
工
業
発
展
の
た
め
、
よ

り
活
気
に
あ
ふ
れ
、
行
動
力
に
満
ち
た
活
動

へ
日
々
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
会
は
昨
年
度
か
ら
、
今
後
5
年
間
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
「C

IV
IC

　P
R
ID
E

ー
シ
ビ
ッ

ク
・
プ
ラ
イ
ド
ー
」
を
掲
げ
、
市
民
の
誇
り

を
醸
成
し
、
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
創
造
す

る
こ
と
を
目
指
し
、行
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「D
on't Think, Feel !!

」
〜
50
周
年
に
向

け
て
新
た
な
決
意
と
挑
戦
〜
と
し
ま
し
た
。

時
に
理
論
や
手
法
は
重
要
で
す
が
、
頭
で
考

え
る
だ
け
で
な
く
、
心
で
感
じ
る
思
い
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
日
々
の
活
動
を

さ
ら
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
、
と
い
う
思
い
を

込
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し

み
、
自
分
た
ち
が
地
域
を
愛
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
誇
り
を
醸
成
し
、
日
本
唯
一
の
賑
わ

い
を
興
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

45
周
年
の
大
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
た
ば
か
り
で

す
が
、
青
年
経
済
人
と
し
て
歩
み
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
新
年
度
も
新
た
な
道
を
切
り
拓

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
節
目
の
年
に
、
も
う
1
つ
記
念
す

べ
き
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
3
月
15
日
に

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
の
「
第
43
回
全
国

大
会
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の

は
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
が
企

画
し
た
「
第
2
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」で
す
。

　
こ
れ
は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
、
次
の
一
歩
を
踏

み
出
す
決
意
と
挑
戦
し
続
け
る
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
き

た
成
果
の
一
つ
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
鳥
取

と
い
う
小
さ
な
ま
ち
か
ら
で
も
、
全
国
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
仲
間
た
ち
に
認
め
ら
れ
る
事
業
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
当
会

に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
大
き
な
こ
と
が
で
き

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。　

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
は
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
一

人
一
人
の
思
い
と
行
動
が
不
可
欠
で
す
。
心

か
ら
地
域
を
愛
し
、
ま
た
地
域
か
ら
愛
さ
れ

る
。
そ
ん
な
自
分
た
ち
の
姿
を
思
い
描
き
な

が
ら
、
一
緒
に
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
興
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
６
年
度

　
令
和
6
年
3
月
13
日
（
水
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
「
卒
会
式
」

と
な
る
3
月
送
り
出
し
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
、
最
後
の

例
会
に
は
会
員
1
2
2
人
が
集
ま
り
、
卒
会
す
る
7
人
を
感
謝
の
気
持
ち

と
と
も
に
見
送
り
ま
し
た
。

　
通
常
例
会
で
は
、
井
上
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
創
立
45
周
年
の
節

目
の
1
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
思
わ
ず
涙
ぐ
む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

3
月
は
、
新
た
に
会
員
1
人
が
仲
間
に
加
わ
り
、
今
年
度
の
入
会
者
数
は

29
人
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
一
丸
と
な
っ
た
増
強
活
動
で
、
期
首
目
標
の

20
人
以
上
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、

会
員
増
強
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
後
の
送
り
出
し
例
会
で
は
、
目
玉
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
卒
会
者
か
ら

の
「
贈
る
言
葉
」
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
現
役
会
員
に
向
け
た
最
後

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
プ
レ
ゼ
ン
や
歌
唱
な
ど
、
い
ず
れ
も
趣
向
を
凝
ら
し

た
心
に
響
く
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
1
年
間

の
締
め
く
く
り
に
相
応
し
い
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
役
会
員
に
と
っ
て
は
、
卒
会
さ
れ
た
方
々
の
思
い
を
胸
に
、
創
立
50

周
年
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に
す
る
機
会
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
商
工
業

の
発
展
の
た
め
、
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
5
年
度
総
務
委
員
会
　
委
員
長
　
藤
原 

成
司

発行：令和 6年 4月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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３
月
送
り
出
し
例
会

３
月
送
り
出
し
例
会　    　安澤 健太 君

　   （あんざわ けんた）
事 業 所 名  居酒屋 玄
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

新 入 会 員

2024年度 鳥取商工会議所青年部組織表
専務理事
網尾 和亮

副会長
山根 　真

副会長
福田 弘幸

副会長
冨田 光政

副会長
村田 浩一

副会長
太田 哲平

副会長
中﨑 雄一

総 務 委 員 会

対外交流特別委員会

広 報 委 員 会

会員交流委員会

政策提言委員会

仕組み改善委員会

副会長
西川 征和 ビジネス活性化委員会

副会長
松島新太郎 CIVIC PRIDE委員会

鳥取お城委員会

◎永美祐輔、◇荒川恵介、○大塩晋也、○國森清華
　池本昌聡、梅實尚明、遠藤一博、大谷祐輝、大塚英子、木下　裕
　小泉卓也、小林幸太郎、西面崇裕、霜村洋司、園健太郎、高藤軌晋
　田中健一、田中将樹、田中雅士、原田直樹、樋口貴久、古都直記
　吉谷勇一郎
◎大森　誠、○月森七海、○中尾　豪
　池内哲也、石原優貴、上田真由美、上田良太、宇佐美孝太、大麻智尋
　奥平智一、尾脇史行、河﨑　勧、澤　隼人、渋谷洋平、田中秀幸
　□田中大喜、谷口里江、津村拓朗、鳥越力斗、林　大和、藤原直人
　牧村　均、安田道人

◎西川朋宏、○野村祥平

◎大深仁恵、○西尾利樹、○湯川　渉
　大石敦司、岡田　悠、岡村　翔、奥　祥享、奥村道哉、小林真帆
　嶋田耕治、菅原大介、杉内皇暉、杉内順一朗、高垣　弘、田中公照
　田中直也、中江優二、中村康宏、西垣裕司、林慎太郎、藤原正弥
　本城　誠、渡邉将史
◎岸本雄司、○岩本慎司、○中山裕大
　石原康司、上田雅稔、木村美紀、木村流雲、塩河桂太、杉浦健斗
　竹中一浩、谷口勇也、民野泰稔、平尾都幸、藤原昌彦、松田寿一
　松長武俊、峰臣一郎、森田晃正、森田祐加、森本嗣基、山下弥生
　山根雅人
◎下園裕樹、○尾前康寛、○山本明英
　綾木康平、池内　健、大杉健二、奥本祐子、門脇総司、湖山　諒
　高田晋士、田中　治、田村康悦、西尾篤人、西尾　仁、野田幸洋
　信岡宜曉、濱本圭佑、早島岳大、松山哲平、美作空高、村上春希
　山田恭裕
◎岸本夕子、○盛田翔平、○三橋章弘
　池上裕樹、磯部紗希、上田和宜、金子竜也、亀木理加、幸田伸一
　河野敏和、清水　毅、髙木健治郎、田中剛史、谷本銀河、中尾文則
　中澤ひとみ、中野和育、□野藤　実、英　智哉、松島浩二、水口　達
　森原　真、山本祐之、山本龍太
◎西根健太、○石井裕也、○諸寄英久
　安住真俊、新井宏圭、安澤健太、池内千絵、大塚裕之、長田　誠
　金居洋子、家納東詩、岸本　龍、木下　優、木村駿介、古網有希
　小林隆一、中原道広、中村　喬、久本幸広、平野加奈、松井奏子
　三上正幸、森本　剛、森山宏志
◎河田圭太、○亀谷勇斗、○平家由紀
　朝井純奈、雨河雅裕、池田　崇、井上直樹、□江谷俊郎、岡村友輝
　木下裕也、坂野経三郎、柴原洋司、谷本直也、田淵裕章、西垣和也
　藤原成司、松田友佑、美作沙知、安田光宏、安本剛敬、山下智子
　山田秀樹、山中慎也、山根光彦、山本義雄

◎＝委員長理事、◇＝専務理事補佐
○副委員長理事、□＝監事
（敬称略、理事以下は五十音順）

会　長
高藤 軌晋

直前会長
井上 直樹

出向理事
（中国ブロック）
西川 朋宏

出向理事
（中国ブロック）
山根 　真

　
3
月
13
日
か
ら
17
日
か
け
て
石
川
県
で
「
第
43

回
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大

会
」
が
開
催
さ
れ
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
3
月
15
日

か
ら
16
日
の
2
日
間
、
総
勢
25
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
大
会
に
は
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
加
盟
の
4
1
7
単

会
な
ど
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
、
1
万
人
以
上

が
参
加
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
元
日
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
わ
ず

か
75
日
、
厳
し
い
状
況
の
被
災
地
で
準
備
が
進
め

ら
れ
、
復
興
支
援
大
会
が
実
現
し
ま
し
た
。
能
登

地
区
で
予
定
さ
れ
て
い
た
分
科
会
は
中
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
大
会
テ
ー
マ
で
あ
る
「P

ow
er of 

C
om
m
unity 

ISH
IK
A
W
A

」
の
通
り
、
石
川

県
連
と
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
「
組
織
の
力
」
を
感
じ

さ
せ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
15
日
に
は
会
員
総
会
が
開
か
れ
、
16
日
に
は
記

念
式
典
と
災
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
が
発
表
さ
れ
、
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
「
第
2
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
初
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し

た
。
井
上
会
長
が
表
彰
を
受
け
、
出
席
し
て
い
た

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
一
同
は
歓
喜
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
井
上
会
長
の
年
度
の
こ
の
上
な
い
締
め
く
く
り

と
な
り
ま
し
た
。

事
業
を
企
画
・
運

営
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
、
そ
し
て
全

て
の
会
員
と
関
係

者
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
令
和
5
年
度

専
務
理
事
　

　
田
村 

康
悦

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

第
43
回
全
国
大
会

 

『加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ

　
　
　
　 

小
松
大
会
』に
参
加

盛大に卒会者を見送る

高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

　「
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」
の

中
で
、
令
和
5
年
度
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
が
発
表
さ

れ
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
の
事
業

「
第
2
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
の
は
初
め

て
で
す
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
は
、
全
国
4
1
7
単
会
・
ブ

ロ
ッ
ク
・
道
府
県
連
が
取
り
組
ん
だ
事
業
の
う

ち
、
地
域
に
経
済
的
発
展
と
幸
せ
を
も
た
ら
し

て
い
る
事
業
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
に
対
す
る
機
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
全
国

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
相
互
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
組
織
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
優
れ
た
事
業
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
平
成
29
年
度
、
30
年
度
に
準

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
て
い
ま
し
た
が
、
グ
ラ

ン
プ
リ
に
は
手
が
届
い
て
お
ら
ず
、
悲
願
の
初

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
ま
で
の
ビ

ジ
ョ
ン「﹇
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
力
﹈
＝﹇
鳥
取
力
﹈

個
々
の
﹇
チ
カ
ラ
﹈
を
集
結
し
、
全
国
屈
指
の

経
済
団
体
を
目
指
す
。」
の
下
で
活
動
し
た
成

果
が
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
礎
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
力

を
さ
ら
に
高
め
、
鳥
取
の
商
工
業
の
発
展
、
そ

し
て
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
「C

IV
IC
 
P
R
ID
E

」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
令
和
5
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

委
員
長
　
池
上 

裕
樹

Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞

 

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞

 

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

井上会長と木村麻子・日本YEG会長

鳥取YEGからも28人が参加
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〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
所
信

　
春
の
風
が
優
し
く
吹
き
抜
け
る
中
、
新
年

度
を
迎
え
、
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

新
た
な
気
持
ち
で
一
層
ご
活
躍
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
の
令
和

6
年
度
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

高
藤
軌
晋
と
申
し
ま
す
。
1
年
間
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
、
45
周
年
を
迎
え
た
当
会
は
、
2
0

0
人
を
超
え
る
会
員
が
参
加
す
る
青
年
経
済

団
体
と
し
て
、
い
ま
地
域
か
ら
の
大
き
な
期

待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
組
織
へ
と
成
長
し
、

ふ
る
さ
と
鳥
取
の
商
工
業
発
展
の
た
め
、
よ

り
活
気
に
あ
ふ
れ
、
行
動
力
に
満
ち
た
活
動

へ
日
々
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
会
は
昨
年
度
か
ら
、
今
後
5
年
間
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
「C

IV
IC

　P
R
ID
E

ー
シ
ビ
ッ

ク
・
プ
ラ
イ
ド
ー
」
を
掲
げ
、
市
民
の
誇
り

を
醸
成
し
、
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
創
造
す

る
こ
と
を
目
指
し
、行
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「D
on't Think, Feel !!

」
〜
50
周
年
に
向

け
て
新
た
な
決
意
と
挑
戦
〜
と
し
ま
し
た
。

時
に
理
論
や
手
法
は
重
要
で
す
が
、
頭
で
考

え
る
だ
け
で
な
く
、
心
で
感
じ
る
思
い
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
日
々
の
活
動
を

さ
ら
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
、
と
い
う
思
い
を

込
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し

み
、
自
分
た
ち
が
地
域
を
愛
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
誇
り
を
醸
成
し
、
日
本
唯
一
の
賑
わ

い
を
興
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

45
周
年
の
大
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
た
ば
か
り
で

す
が
、
青
年
経
済
人
と
し
て
歩
み
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
新
年
度
も
新
た
な
道
を
切
り
拓

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
節
目
の
年
に
、
も
う
1
つ
記
念
す

べ
き
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
3
月
15
日
に

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
の
「
第
43
回
全
国

大
会
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の

は
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
が
企

画
し
た
「
第
2
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」で
す
。

　
こ
れ
は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
、
次
の
一
歩
を
踏

み
出
す
決
意
と
挑
戦
し
続
け
る
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
き

た
成
果
の
一
つ
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
鳥
取

と
い
う
小
さ
な
ま
ち
か
ら
で
も
、
全
国
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
仲
間
た
ち
に
認
め
ら
れ
る
事
業
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
当
会

に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
大
き
な
こ
と
が
で
き

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。　

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
は
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
一

人
一
人
の
思
い
と
行
動
が
不
可
欠
で
す
。
心

か
ら
地
域
を
愛
し
、
ま
た
地
域
か
ら
愛
さ
れ

る
。
そ
ん
な
自
分
た
ち
の
姿
を
思
い
描
き
な

が
ら
、
一
緒
に
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
興
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
６
年
度

　
令
和
6
年
3
月
13
日
（
水
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
「
卒
会
式
」

と
な
る
3
月
送
り
出
し
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
、
最
後
の

例
会
に
は
会
員
1
2
2
人
が
集
ま
り
、
卒
会
す
る
7
人
を
感
謝
の
気
持
ち

と
と
も
に
見
送
り
ま
し
た
。

　
通
常
例
会
で
は
、
井
上
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
創
立
45
周
年
の
節

目
の
1
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
思
わ
ず
涙
ぐ
む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

3
月
は
、
新
た
に
会
員
1
人
が
仲
間
に
加
わ
り
、
今
年
度
の
入
会
者
数
は

29
人
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
一
丸
と
な
っ
た
増
強
活
動
で
、
期
首
目
標
の

20
人
以
上
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、

会
員
増
強
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
後
の
送
り
出
し
例
会
で
は
、
目
玉
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
卒
会
者
か
ら

の
「
贈
る
言
葉
」
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
現
役
会
員
に
向
け
た
最
後

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
プ
レ
ゼ
ン
や
歌
唱
な
ど
、
い
ず
れ
も
趣
向
を
凝
ら
し

た
心
に
響
く
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
1
年
間

の
締
め
く
く
り
に
相
応
し
い
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
役
会
員
に
と
っ
て
は
、
卒
会
さ
れ
た
方
々
の
思
い
を
胸
に
、
創
立
50

周
年
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に
す
る
機
会
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
商
工
業

の
発
展
の
た
め
、
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
5
年
度
総
務
委
員
会
　
委
員
長
　
藤
原 

成
司

発行：令和 6年 4月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

4

３
月
送
り
出
し
例
会

３
月
送
り
出
し
例
会　    　安澤 健太 君

　   （あんざわ けんた）
事 業 所 名  居酒屋 玄
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

新 入 会 員

2024年度 鳥取商工会議所青年部組織表
専務理事
網尾 和亮

副会長
山根 　真

副会長
福田 弘幸

副会長
冨田 光政

副会長
村田 浩一

副会長
太田 哲平

副会長
中﨑 雄一

総 務 委 員 会

対外交流特別委員会

広 報 委 員 会

会員交流委員会

政策提言委員会

仕組み改善委員会

副会長
西川 征和 ビジネス活性化委員会

副会長
松島新太郎 CIVIC PRIDE委員会

鳥取お城委員会

◎永美祐輔、◇荒川恵介、○大塩晋也、○國森清華
　池本昌聡、梅實尚明、遠藤一博、大谷祐輝、大塚英子、木下　裕
　小泉卓也、小林幸太郎、西面崇裕、霜村洋司、園健太郎、高藤軌晋
　田中健一、田中将樹、田中雅士、原田直樹、樋口貴久、古都直記
　吉谷勇一郎
◎大森　誠、○月森七海、○中尾　豪
　池内哲也、石原優貴、上田真由美、上田良太、宇佐美孝太、大麻智尋
　奥平智一、尾脇史行、河﨑　勧、澤　隼人、渋谷洋平、田中秀幸
　□田中大喜、谷口里江、津村拓朗、鳥越力斗、林　大和、藤原直人
　牧村　均、安田道人

◎西川朋宏、○野村祥平

◎大深仁恵、○西尾利樹、○湯川　渉
　大石敦司、岡田　悠、岡村　翔、奥　祥享、奥村道哉、小林真帆
　嶋田耕治、菅原大介、杉内皇暉、杉内順一朗、高垣　弘、田中公照
　田中直也、中江優二、中村康宏、西垣裕司、林慎太郎、藤原正弥
　本城　誠、渡邉将史
◎岸本雄司、○岩本慎司、○中山裕大
　石原康司、上田雅稔、木村美紀、木村流雲、塩河桂太、杉浦健斗
　竹中一浩、谷口勇也、民野泰稔、平尾都幸、藤原昌彦、松田寿一
　松長武俊、峰臣一郎、森田晃正、森田祐加、森本嗣基、山下弥生
　山根雅人
◎下園裕樹、○尾前康寛、○山本明英
　綾木康平、池内　健、大杉健二、奥本祐子、門脇総司、湖山　諒
　高田晋士、田中　治、田村康悦、西尾篤人、西尾　仁、野田幸洋
　信岡宜曉、濱本圭佑、早島岳大、松山哲平、美作空高、村上春希
　山田恭裕
◎岸本夕子、○盛田翔平、○三橋章弘
　池上裕樹、磯部紗希、上田和宜、金子竜也、亀木理加、幸田伸一
　河野敏和、清水　毅、髙木健治郎、田中剛史、谷本銀河、中尾文則
　中澤ひとみ、中野和育、□野藤　実、英　智哉、松島浩二、水口　達
　森原　真、山本祐之、山本龍太
◎西根健太、○石井裕也、○諸寄英久
　安住真俊、新井宏圭、安澤健太、池内千絵、大塚裕之、長田　誠
　金居洋子、家納東詩、岸本　龍、木下　優、木村駿介、古網有希
　小林隆一、中原道広、中村　喬、久本幸広、平野加奈、松井奏子
　三上正幸、森本　剛、森山宏志
◎河田圭太、○亀谷勇斗、○平家由紀
　朝井純奈、雨河雅裕、池田　崇、井上直樹、□江谷俊郎、岡村友輝
　木下裕也、坂野経三郎、柴原洋司、谷本直也、田淵裕章、西垣和也
　藤原成司、松田友佑、美作沙知、安田光宏、安本剛敬、山下智子
　山田秀樹、山中慎也、山根光彦、山本義雄

◎＝委員長理事、◇＝専務理事補佐
○副委員長理事、□＝監事
（敬称略、理事以下は五十音順）

会　長
高藤 軌晋

直前会長
井上 直樹

出向理事
（中国ブロック）
西川 朋宏

出向理事
（中国ブロック）
山根 　真

　
3
月
13
日
か
ら
17
日
か
け
て
石
川
県
で
「
第
43

回
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大

会
」
が
開
催
さ
れ
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
3
月
15
日

か
ら
16
日
の
2
日
間
、
総
勢
25
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
大
会
に
は
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
加
盟
の
4
1
7
単

会
な
ど
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
、
1
万
人
以
上

が
参
加
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
元
日
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
わ
ず

か
75
日
、
厳
し
い
状
況
の
被
災
地
で
準
備
が
進
め

ら
れ
、
復
興
支
援
大
会
が
実
現
し
ま
し
た
。
能
登

地
区
で
予
定
さ
れ
て
い
た
分
科
会
は
中
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
大
会
テ
ー
マ
で
あ
る
「P

ow
er of 

C
om
m
unity 

ISH
IK
A
W
A

」
の
通
り
、
石
川

県
連
と
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
「
組
織
の
力
」
を
感
じ

さ
せ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
15
日
に
は
会
員
総
会
が
開
か
れ
、
16
日
に
は
記

念
式
典
と
災
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
が
発
表
さ
れ
、
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
「
第
2
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
初
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し

た
。
井
上
会
長
が
表
彰
を
受
け
、
出
席
し
て
い
た

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
一
同
は
歓
喜
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
井
上
会
長
の
年
度
の
こ
の
上
な
い
締
め
く
く
り

と
な
り
ま
し
た
。

事
業
を
企
画
・
運

営
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
、
そ
し
て
全

て
の
会
員
と
関
係

者
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
令
和
5
年
度

専
務
理
事
　

　
田
村 

康
悦

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

第
43
回
全
国
大
会

 
『加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ

　
　
　
　 

小
松
大
会
』に
参
加

盛大に卒会者を見送る

高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

　「
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」
の

中
で
、
令
和
5
年
度
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
が
発
表
さ

れ
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
の
事
業

「
第
2
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
の
は
初
め

て
で
す
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
は
、
全
国
4
1
7
単
会
・
ブ

ロ
ッ
ク
・
道
府
県
連
が
取
り
組
ん
だ
事
業
の
う

ち
、
地
域
に
経
済
的
発
展
と
幸
せ
を
も
た
ら
し

て
い
る
事
業
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
に
対
す
る
機
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
全
国

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
相
互
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
組
織
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
優
れ
た
事
業
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
平
成
29
年
度
、
30
年
度
に
準

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
て
い
ま
し
た
が
、
グ
ラ

ン
プ
リ
に
は
手
が
届
い
て
お
ら
ず
、
悲
願
の
初

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
ま
で
の
ビ

ジ
ョ
ン「﹇
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
力
﹈
＝﹇
鳥
取
力
﹈

個
々
の
﹇
チ
カ
ラ
﹈
を
集
結
し
、
全
国
屈
指
の

経
済
団
体
を
目
指
す
。」
の
下
で
活
動
し
た
成

果
が
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
礎
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
力

を
さ
ら
に
高
め
、
鳥
取
の
商
工
業
の
発
展
、
そ

し
て
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
「C

IV
IC
 
P
R
ID
E

」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
令
和
5
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

委
員
長
　
池
上 
裕
樹

Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞

 

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞

 

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

井上会長と木村麻子・日本YEG会長

鳥取YEGからも28人が参加
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２
０
２
４
年
３
月
13
日
、
商
工
会

議
所
大
会
議
室
で
創
立
60
周
年
記
念

事
業
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
本
事

業
は
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
計
画

か
ら
完
了
ま
で
３
年
に
渡
る
事
業
と

な
り
ま
し
た
。

　
報
告
会
の
冒
頭
、中
井
会
長
が
「
女

性
会
の
設
立
以
来
、
様
々
な
事
業
を

展
開
し
て
き
た
。
今
後
も
新
し
い
歴

史
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
川
口
実
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
で
は
「
心
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
だ
本
事
業
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

心
に
長
く
残
っ
て
い
く
。
こ
の
経
験

を
経
済
人
と
し
て
鳥
取
の
経
済
に
活

か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
実
施
し
た
各
事
業
に
つ

い
て
、
代
表
者
が
次
の
よ
う
に
報
告

し
ま
し
た
。

★
創
立
60
周
年
を
お
祝
い
す
る
新
年

例
会
（
23
年
１
月
26
日
）

【
德
田
和
子
式
典
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
】

　
60
年
の
足
跡
を
辿
り
、
美
味
し
い

料
理
や
素
敵
な
音
楽
で
心
が
満
た
さ

れ
、
皆
が
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。

★
北
海
道
釧
路
市
視
察
研
修
（
23
年

６
月
７
日
～
９
日
）

【
山
口
朝
子
記
念
事
業
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
】

　
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
で
延
期
を
繰
り
返

し
た
が
、
や
っ
と
の
思
い
で
研
修
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
山
根
恵
子
さ
ん
】

　
釧
路
商
工
会
議
所
を
表
敬
訪
問
し

た
１
日
目
は
、
釧
路
女
性
会
と
の
意

見
交
換
は
楽
し
く
有
意
義
だ
っ
た
。

【
石
谷
泰
子
さ
ん
】

　
２
日
目
は
阿
寒
湖
や
摩
周
湖
を
散

策
し
、
北
限
の
地
の
自
然
か
ら
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
た
。

【
浜
村
恵
子
参
与
】

　
３
日
目
は
鳥
取
小
学
校
と
鳥
取
神

社
を
訪
問
し
、
小
学
校
に
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
傘
と
傘
踊
り
誕
生
ま
で
の
物

語
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
寄
贈
。
小

学
校
に
設
置
さ
れ
た
博
物
館
や
神
社

に
隣
接
す
る
鳥
取
百
年
館
に
は
、
釧

路
を
開
拓
し
た
鳥
取
士
族
ゆ
か
り
の

品
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
て
感
動
し

た
。

★
記
念
誌

【
北
村
由
美
記
念
誌
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
】

　
皆
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
女
性

会
の
60
年
の
歴
史
を
綴
っ
た
記
念
誌

を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
本
事
業
は
「
新
し
い
風
に
の
っ
て

和
や
か
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
会
員
同
士

が
手
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
地
域
社

会
へ
積
極
的
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

April 2024 女性会だより

創立60周年をお祝いする
新年例会の報告

北海道釧路市視察研修の報告

4 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club

    

創
立
創
立
6060
周
年
記
念
事
業
報
告
会
を
実
施

周
年
記
念
事
業
報
告
会
を
実
施

　 「
新
し
い
風
に
の
っ
て
　
和
や
か
に
」

「
新
し
い
風
に
の
っ
て
　
和
や
か
に
」

中井会長あいさつ

創立60周年記念誌
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市市民民交交流流ホホーールルススペペシシャャルル企企画画 《イベントレポート》

『紙好きによる紙好きのためのマルシェ』 
日頃、紙を使った作品やワークショップで活動されている 

9 名の地元作家が集まり紙の魅力を伝えるマルシェイベントを

開催しました。 
各出店ブースにはペーパーアート、クラフトテープのバッ

グ、デザインペーパーやポストカード、オリジナルノート、

活版印刷などそれぞれの作家の“紙愛”あふれる作品が数多

く並び、訪れた“紙好き”のお客様の「可愛い～♡」の声が会

場のあちこちであがっていました。質感や触り心地の違う紙

そのものや、それらの紙を使った雑貨を直接手に取り、感触

を確かめながら買い物を楽しむ姿も多くみられました。また

出店作家との会話を楽しみながら各ブースをハシゴし、「時間

が足りない」と会期中に二度、三度と繰り返し来場される方

や、「楽しかったから」と二度目の来場時にお友達や家族を誘

って来てくださる方もおられました。 
出店した作家の多くは販売と併せてワークショップを開催

し、小さなお子様から大人まで様々な方が参加されました。

中には今回のワークショップに参加し、モノづくり（ハンド

メイド）に目覚めたという方もいらっしゃいました。また、

親子や兄弟姉妹、友達、夫婦などで一緒にワークショップに

参加し、お互いの作品を見せ合ったり体験の感想を共有しあ

う微笑ましい姿もたくさん見ることができました。 

令和６年２月９日（金）～１２日（月・祝） 主催：有限会社田村紙工・鳥取商工会議所

ととっっととりり紙紙ママルルシシェェ

パパレレッットトととっっととりり市市民民交交流流ホホーールル（鳥取市弥生町３２３－１） https://palettehall.jp

来場記念企画として、昨年度も好評いただいたオリジナル

タグ作りに加え、新たにホールの入口に大きなメッセージボ

ードを設置し、イベントへの感想や出店者へのメッセージな

どを吹き出し型のカードにご記入いただき掲示をさせていた

だきました。会期のはじめには出店者からのメッセージのみ

が貼られていたボードも、イベントが終わる頃にはご来場い

ただいた皆様からの心温まる素敵なメッセージでいっぱいに

なりました。 
４日間を通じ、「昨年度来場して楽しかったので今年も来

た」「毎年楽しみにしています」「来年もまた開催してほしい」

などの嬉しい声をたくさんいただきました。また、「紙雑貨が

好きなので、こうして手で触れ感触を確かめたり出来るのは

嬉しい」「かわいいお店とかわいい紙がたくさんあって夢中に

なって見ちゃいました」「楽しい時間を過ごせました。紙でで

きることの豊かさに気づいてびっくりしています」といった

声も多く、来場された皆様にとって楽しくワクワクするよう

なイベントとなったようでした。 
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８
２
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小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経融資 をご活用ください！

　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なしで
受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および娯楽
業を除く）で５人以下、その他は２０人以下の事業所です。

●融資限度額　2,000万円　　●利率　年1.25％（2024.4.1現在）
●返 済 期 間　運転資金＝　７年以内（据え置き１年以内）
　　　　　　　設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先　鳥取商工会議所経営支援一課 TEL：0857-32-8005
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定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　５月21日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

－－

山野商事株式会社
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